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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラーテレビカメラから得られた映像信号をモニタするビューファインダに対して、ホ
ワイトバランス調整が完了しているか否かの判別を行うための可視表示をなすホワイトバ
ランス表示装置であって、
　前記カラーテレビカメラから供給されるＲ・Ｇ・Ｂ信号を入力し、予め決められたタイ
ミング毎に、該Ｒ・Ｇ・Ｂ信号のうちのいずれか一の単色信号を順次出力する切り替え手
段と、
　前記切り替え手段から出力された前記単色信号を前記ビューファインダに表示させる手
段とを具備し、
　前記ビューファインダは、モノクロ表示器であることを特徴とするホワイトバランス表
示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のホワイトバランス表示装置において、
　前記切り替え手段からの切り替え信号は１Ｈ周期ごとに切り替えられ、前記ビューファ
インダには線順次形式の色信号が入力されることを特徴とするホワイトバランス表示装置
。
【請求項３】
　請求項１に記載のホワイトバランス表示装置において、
　前記切り替え手段は、前記ビューファインダにＲ・Ｇ・Ｂの縦ストライプが表示される
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タイミングで前記Ｒ・Ｇ・Ｂ信号のうちのいずれか一の単色信号を順次切り替えて出力す
ることを特徴とするホワイトバランス表示装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載のホワイトバランス表示装置において、
　前記モノクロ表示器に代えて、前記切替手段から出力された前記単色信号を、カラーＬ
ＣＤまたはカラーＣＲＴのＲ・Ｇ・Ｂ入力端子の全てに入力し、前記単色信号を表示させ
ることを特徴とするホワイトバランス表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、カラーテレビカメラから得られた映像信号をモニタするビューファインダに対
して、ホワイトバランス調整が完了しているか否かの判別を行うための可視表示をなすホ
ワイトバランス表示装置に関するものである。換言すると、本発明は、良好なホワイトバ
ランスがとられていることを、テレビカメラの操作中に視認することができるようにした
ホワイトバランス表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来から知られている通り、カラーテレビカメラを用いて撮像をする際には、被写体ある
いは背景等の状況に応じて予めホワイトバランスを調整するが、そのために、カラーモニ
タを見ながらマニュアルでホワイトバランスを調整したり、テレビカメラに載置されてい
るプッシュボタンを押下してオート・ホワイトバランスをとることが行われている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、テレビカメラに載置されているプッシュボタンの押下によりオートホワイ
トバランス・モードを作動させるような方式の場合には、例え適切な白色の被写体が無い
場合にも強制的にホワイトバランスがとられてしまうので、ビューファインダ上になされ
る“オートホワイトバランスＯＫ”等の表示は、信頼性に欠けるものであった。
【０００４】
特に、業務用のテレビカメラにおいては、被写体の解像度を低下させないため、白黒のＣ
ＲＴ等がビューファインダとして用いられているのが一般的であるので、この種のオート
ホワイトバランス方式を用いた場合には、カメラ操作者が即座にホワイトバランスの適否
を視覚的に判断することはできなかった。
【０００５】
なお、家庭用のホームＶＴＲなどにおいて用いられている各種のオートホワイトバランス
方式は、ユーザが許容し得る範囲で迅速なホワイトバランスを達成することを意図してい
るので、上述のような、正確なホワイトバランスはさほど重要な問題とはならない。
【０００６】
よって本発明の目的は、上述の点に鑑み、ホワイトバランスが適正になされたか否かの正
確な表示をビューファインダ上にするようにした、ホワイトバランス表示装置を提供する
ことにある。
【０００７】
本発明の他の目的は、業務用テレビカメラに見られるように、解像度を向上させるために
白黒ビューファインダを用いた際にも、ホワイトバランスが適正になされたか否かを、適
確に且つ迅速にビューファインダ上に表示できるようにした、ホワイトバランス表示装置
を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために、本発明に係るホワイトバランス表示装置は、カラーテレ
ビカメラから得られた映像信号をモニタするビューファインダに対して、ホワイトバラン
ス調整が完了しているか否かの判別を行うための可視表示をなすホワイトバランス表示装
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置であって、前記カラーテレビカメラから供給されるＲ・Ｇ・Ｂ信号を入力し、予め決め
られたタイミング毎に、該Ｒ・Ｇ・Ｂ信号のうちのいずれか一の単色信号を順次出力する
切り替え手段と、前記切り替え手段から出力された前記単色信号を前記ビューファインダ
に表示させる手段とを具備し、前記ビューファインダは、モノクロ表示器であるものであ
る。
【０００９】
ここで、前記切り替え手段の切り替え信号は１Ｈ周期ごとに切り替えられ、前記ビューフ
ァインダには線順次形式の色信号が入力されるよう構成することにより、ホワイトバラン
スがとられた白色部分は正常な画像として、その他の部分は横縞が入った画像としてビュ
ーファインダ上に表示される。
【００１０】
また、前記切り替え手段は、前記ビューファインダにＲ・Ｇ・Ｂの縦ストライプが表示さ
れるタイミングで前記Ｒ・Ｇ・Ｂ信号のうちのいずれか一の単色信号を順次切り替えて出
力する構成とすることにより、ホワイトバランスがとれたときにはＲ＝Ｇ＝Ｂとなるので
、縦縞間の段差がなくなる。
【００１１】
　上記のいずれかに記載のホワイトバランス表示装置において、前記モノクロ表示器に代
えて、前記切替手段から出力された前記単色信号をカラーＬＣＤまたはカラーＣＲＴのＲ
．Ｇ．Ｂ入力端子の全てに入力し、前記単色信号を表示させることが可能である。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら、本発明の実施の形態を説明する。
【００１３】
実施の形態１
図１は、本発明を適用したホワイトバランス表示装置の全体構成を示す。本図において、
Ｒ信号・Ｇ信号・Ｂ信号はテレビカメラ（図示せず）から供給される各色の色信号である
。２および４は、ホワイトバランスを調整するためのゲイン制御増幅器である。６は、オ
ート／マニュアル・ホワイトバランスに応じてゲイン制御増幅器２，４の増幅率を設定す
るホワイトバランス制御回路である。８は、オートホワイトバランス（ＡＷＢ）を行わせ
るためのプッシュスイッチである。１０は、マニュアル・ホワイトバランスを行うための
調整ツマミである。
【００１４】
１２は、Ｒ・Ｇ・Ｂ信号を１Ｈ周期ごとに切り替えて出力する切り替えスイッチである。
すなわち、初めの１Ｈ期間中にはＲ信号が出力され、次の１Ｈ期間中にはＧ信号が出力さ
れ、次の１Ｈ期間中にはＢ信号が出力され、以下、この順次出力が繰り返される。換言す
ると、この切り替えスイッチ１２は、並列的に入力されてきたＲ・Ｇ・Ｂ信号を線順次形
式のＲ・Ｇ・Ｂ信号に変換する機能を果たしている。１４は、上記切り替えのための切り
替えタイミング信号を出力する切り替え信号発生回路である。
【００１５】
本実施の形態では、この切り替えタイミング信号は、ブランキング期間内の特定時刻ごと
に発生されるので、結果として、その発生周期は１Ｈとなる。これらＲ・Ｇ・Ｂ信号と、
切り替えタイミング信号と、切り替え後の信号（スイッチ１２からの出力）との関係を具
体的に例示したのが、図２である。この図２については、図１を併せ参照することにより
、その内容が明らかであるので詳細な説明は省略する。
【００１６】
再び図１に戻り、１６は、モノクロ・ビューファインダ用の映像信号をＲ・Ｇ・Ｂ信号か
ら抽出するためのＮＡＭ（Ｎｏｎ　Ａｄｄｅｒ　Ｍｉｘ：非加算混合）回路である。１８
は切り替えスイッチであり、ＮＡＭ回路１６から出力された通常のビューファインダ用映
像信号と、ホワイトバランス表示用の信号（切り替えスイッチ１２の出力信号）とを切り
替えてモノクロ・ビューファインダ２０に供給する。このホワイトバランス表示について
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は、次に、図３を参照して説明する。
【００１７】
図３の（Ａ）は、モノクロ・ビューファインダ２０にホワイトバランス表示用の線順次Ｒ
・Ｇ・Ｂ信号が表示される状態を模式的に示した図である。ホワイトバランスがとれてい
る状態では、Ｒ・Ｇ・Ｂの各信号は等レベルとなる（Ｒ＝Ｇ＝Ｂ）ので、被写体の白色部
分は、図３の（Ｂ）に示すように、正常な画像表示となる。しかし、ホワイトバランスが
僅かでもとれていない場合には、横にスジの入った画像となるので、容易にそのアンバラ
ンス状態を視認することが可能となる。特に、人間の視覚は、スジの有無について敏感で
あるので、ホワイトバランスがとれているか否かを、縞模様の有無により判別できること
は、操作者ごとの個人差をなくす上でも有用である。
【００１８】
このホワイトバランス表示は、マニュアル・ホワイトバランス調整をするときに特に有効
である。すなわち、マニュアル・ホワイトバランス調整ツマミ１０（図１）を回していき
、白い部分の横スジが無くなった時点が、ホワイトバランスが正確にとられた状態である
。また、オートホワイトバランス・モードのときにも、白色部分に横スジが無いことを確
認することにより、ホワイトバランスが完全にとられているか否かを確認することができ
る。
【００１９】
実施の形態２
ここで述べる実施の形態２においても、図１に示したブロック構成を用いる。上述した実
施の形態１では、線順次形式のＲ・Ｇ・Ｂ信号をモノクロ・ビューファインダ２０に表示
させたが、この実施の形態２では、図４に示すように、１Ｈ期間中に、Ｒ・Ｇ・Ｂ信号の
繰り返し（すなわち、Ｒ・Ｇ・Ｂ・Ｒ・Ｇ・Ｂ・・・）をモノクロ・ビューファインダ２
０に供給する。その結果として、ビューファインダ２０上には、図５に示すような縦のス
トライプが表示される。
【００２０】
図４および図５の例では、切り替えタイミング信号の周期を０．２μ秒とすることにより
、ビューファインダの水平画面幅を約２６７分割したストライプ（縦縞）を表示させてい
る。
【００２１】
図５において、ホワイトバランスがとれたときには、Ｒ＝Ｇ＝Ｂとなるので、縦のストラ
イプの見え方に差が無くなる。換言すると、ホワイトバランスがとれたときには、縦縞の
段差がなくなる。このことにより、モノクロ・ビューファインダ２０を用いた場合にも、
確実に、ホワイトバランスをとること（マニュアル・ホワイトバランス時）、あるいは、
ホワイトバランスの確認（オート・ホワイトバランス時）を行うことができる。
【００２２】
なお、モノクロ・ビューファインダ２０としては、モノクロＣＲＴ，モノクロＬＣＤの他
に、カラーＣＲＴあるいはカラーＬＣＤを用いることが可能である。カラーＣＲＴを用い
る場合には、図６に示すように、Ｒ・Ｇ・Ｂ入力端子全てに同一のモノクロ・ビューファ
インダ用映像信号を供給すればよい。カラーＬＣＤを用いる場合も同様である。
【００２３】
【発明の効果】
以上説明した通り、本発明によれば、ホワイトバランスが適正になされたか否かを、適確
に且つ迅速に、ビューファインダ上に表示させることが可能になる。さらに、本発明によ
れば、白黒ビューファインダを用いた際にも、ホワイトバランスが適正になされたか否か
を、適確に且つ迅速にビューファインダ上に表示させることができる。
【００２４】
より具体的には、以下に列挙する効果を奏することができる。
【００２５】
▲１▼撮影現場によっては、適当な白い被写体が存在しない場合があるが、このような場
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【００２６】
▲２▼ビューファインダとしてモノクロの表示器を用いる場合にも、画像の色相を意識す
ることなく、ホワイトバランスの調整あるいは確認を容易に行うことができる。
【００２７】
▲３▼例えば、テレビカメラを室内から室外に移動したときには、ホワイトバランスをと
りなおす必要があるが、このような場合にも、迅速なマニュアル・ホワイトバランス調整
あるいはオート・ホワイトバランスの確認が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用したホワイトバランス表示装置を示すブロック図である。
【図２】実施の形態１における動作を説明するための波形図である。
【図３】実施の形態１におけるビューファインダの表示を例示した説明図である。
【図４】実施の形態２における動作を説明するための波形図である。
【図５】実施の形態２におけるビューファインダの表示を例示した説明図である。
【図６】ビューファインダとしてカラーＣＲＴを用いる場合の結線図である。
【符号の説明】
２，４　　ゲイン制御増幅器
６　　ホワイトバランス制御回路
８　　オートホワイトバランス（ＡＷＢ）・プッシュスイッチ
１０　　マニュアル・ホワイトバランス調整ツマミ
１２　　切り替えスイッチ
１４　　切り替え信号発生回路
１６　　ＮＡＭ（非加算混合）回路
１８　　切り替えスイッチ
２０　　モノクロ・ビューファインダ
【図１】 【図２】
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【図５】
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